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【目的】 

今日劇的に進歩した関節リウマチ（RA）の治療体系において頚椎病変の発生頻度がどの

ように変化したかを明らかにするとともに、頚椎病変が生活の質（QOL）に及ぼす影響を

明らかにすること 

【方法】 

2015年に調査したRA患者 1333例での頚椎病変発生頻度と過去に調査した 1999年の症

例の発生頻度を比較調査した。また、頚椎病変が QOLに及ぼす影響については３つの患者

立脚型アンケートでその関連性を調査した。 

【結果】 

 代表的 3 つの頚椎病変を調査、環軸椎亜脱臼は 1999 年に比し 50％の減少、軸椎垂直性

脱臼は 75％の減少、軸椎下不安定性症については 20％の減少がみられた。QOL について

は頚椎病変に特異的な JOACMEQ評価法と包括的健康度の指標である SF-8、RAに特異的

な HAQ-DIで調査、JOACMEQでは頚椎病変の進行とともに QOLの悪化がみられた。し

かし SF-8では頚椎病変の進行と QOLには明らかな関連は見られなかった。また HAQ-DI

では頚椎病変の進行が QOL悪化に影響を及ぼしていたが、年齢や罹病期間のほうがより影

響が大きかった。 

【結語】 

 1999 年に比し 2015 年の調査では頚椎病変の発生率は減少していた。頚椎病変は脊髄障

害を合併した場合に QOL を悪化させる可能性が考えられた。年齢や罹病期間も QOLに影

響をおよぼす因子と考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 


